
管理区域の区域区分

グリーン区域

イエロ区域

レッド区域 通常人が立入らない区域

通常人が立入る区域

ガラス溶融炉Ｂガラス溶融炉A

水パージリング仮置場

接触

水パージリング設置後、取付治具置場に移動する際に、補助
ホイストチェーンが閉止フランジ把持部に接触した。

ガラス溶融炉周辺拡大図

固化セル内平面図（治具寄り付き経路）
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水パージリング設置作業イメージ

水パージリング設置作業概要

ガラス
溶融炉Ａ

水パージリング
仮置場

水パージリング
取付箇所

閉止フランジ（南側）

水パージリング

取付治具

：作業前の検証段階で、取付治具とセル内機器との
干渉注意箇所として挙げられていた箇所

水パージリング

貫通プラグ

固化セル
（レッド区域）

貫通スリーブ

固化セル保守第１室
（イエロ区域）

移動ルート

右図矢視

今回の接触箇所

壁面

ｼﾞﾌﾞｸﾚｰﾝ

固化セルMSM

固化セルMSM

溶融炉Ｂ

蓋着脱装置Ａ 蓋着脱装置Ｂ

移送台車Ａ

溶接機Ｂ溶接機Ａ

解体場MSM

回転台

解体場作業台

溶融炉A

水パージリング取付け治具置場

水パージリング取付け治具置場と溶融
炉Ａ背面間の移動ルート

移送台車Ｂ
ｴﾝｸﾛｰｼﾞｬP/M

水パージリング仮置場

ガラス ガラス

貫通プラグ 水パージリング取付箇所
固化セル
保守第１室

固化セル



補助ホイストにて水パージリ

ング取付け治具を吊り上げ、ガ

ラス溶融炉Ａ，Ｂ間に進入す

る。 

水パージリング取付け治具先

端をパワーマニピュレータで

北側へ９０度旋回させ、壁側を

移動させる。 

水パージリング取付け治具 

ガラス溶融炉Ｂ 

９０度旋回 

ガラス溶融炉間を進入 
移動経路 

移動経路 
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ガラス溶融炉Ｂ 

固化セル 

左図矢視 

  

固化セル 

左図矢視 

  

パワーマニピュレータ 

ガラス 
溶融炉Ａ 

ガラス 
溶融炉Ｂ 

ガラス 
溶融炉Ａ 

ガラス 
溶融炉Ｂ 



仮置きされている水パー

ジリングを水パージリン

グ取付け治具にて吊り上

げる。 

水パージリングを東側に旋回させ、

貫通プラグ近傍へ移動させる。 

水パージリング 

貫通プラグへ寄り付く 

接触したフランジ 

東側に旋回 

※配管下に水

パージリング 
水パージリング 

移動経路 

移動経路 

添付資料－８（３／４） 

ガラス溶融炉Ａ 

ガラス 

溶融炉Ａ 

ガラス 

溶融炉Ａ 

固化セル 

左図矢視 

  

固化セル 

左図矢視 

  

ガラス 
溶融炉Ａ 

ガラス 
溶融炉Ｂ 

ガラス 
溶融炉Ａ 

ガラス 
溶融炉Ｂ 



 水パージリングを貫通プラグの固

定金具に設置する。 

水パージリング取付後、次作業のため

に、取付治具を旋回し、取付治具置場に

移動（南進）する際に補助ホイストチェ

ーンが閉止フランジ把持部（南側）に接

触した。 

貫通プラグ 

固定金具 

水パージリング 

閉止フランジ把持部に補助ホイストチェーンが接触 

水パージリング取付け治具 

移動経路 

移動経路 
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旋回 

南進 
 

固化セル 

左図矢視 

  

固化セル 

左図矢視 

  ガラス 
溶融炉Ａ 

ガラス 
溶融炉Ｂ 

ガラス 
溶融炉Ａ 

ガラス 
溶融炉Ｂ 

ガラス 

溶融炉Ａ 



事実 分類 要因１ 要因２ 要因３ 要因４ 要因５

チェーンが把持部に接
触した

人的要因 操作ミス
クレーン及びパワー
マニピュレータの誤操
作

×
クレーン及びパワーマニピュレータの誤操作はなかったことを確認した。（映像確認及び聞
き取り調査）

集中力が不足していた ×
クレーン及びパワーマニピュレータの誤操作はなかったことを確認した。（映像確認及び聞
き取り調査）

操作時確認不足
操作時の周辺確認が
不足していた

○
機器との干渉の恐れのある部分を移動する操作であったが、機器付近で一旦停止し、周
囲確認等を行わず継続して作業を行っていた。（映像確認及び聞き取り調査）

監視不足
接触箇所を見ていな
かった

注意力が不足していた
補助ホイストチェーン
部分に注意を払って
いなかった

×

注意ポイントとして挙がっていなかったため、補助ホイストチェーンの上部（把持部付近）を
確認していないが、同様に補助ホイストチェーンの上部（把持部付近）を確認していなかっ
た水パージリングを取り付けに行く作業においては干渉が確認されていない（遠隔操作を
行う際は、ＩＴＶカメラのモニタ4画面を見ながら操作を行っており、今回の作業においては、
吊り荷（取り付け治具）と補助ホイストチェーンが別のカメラに映っていた）。（聞き取り調
査）

監視する必要がない
と思った

×
補助ホイストチェーンが接触した部分については注意ポイント（移動の際に干渉する可能
性が高い狭隘箇所）として挙がっていなかったが、水パージリングを取り付けに行く作業に
おいては干渉が確認されていない。（作業手順確認）

手順の遵守不足
決められたルートを
通らなかった

× 事前検討において検討されたルートを通っていたことを確認した。（作業記録等の確認）

技量不足
操作に係る技量が不
足していた

×

以下の理由から、必要な技量を有していた。（聞き取り調査）
・遠隔操作員は、約6年程度の経験者
・遠隔操作は社内の育成プログラムに基づき、座学と実技による試験に合格し、さらに、社
内規定で定める技術・技能認定試験（実機を用いて実施）に合格

設備的要因
クレーン及びパワーマニ
ピュレータの故障

クレーン及びパワー
マニピュレータの動作
不良

×
クレーン及びパワーマニピュレータの動作不良はなかったことを確認した。（映像確認及び
聞き取り調査）

カメラの使用範囲外使用
ＩＴＶカメラの監視範囲
外であった

×
補助ホイストチェーンが閉止フランジ把持部に接触したところを録画映像により確認してい
ることから、当該箇所はＩＴＶカメラの動作範囲に入っている。（映像確認）

ＩＴＶカメラの故障
ＩＴＶカメラが不調だっ
た

×
補助ホイストチェーンが閉止フランジ把持部に接触したところを録画映像により確認してい
ることから、作業当事のＩＴＶカメラは健全であった。（映像確認）

パワーマニピュレータの
使用範囲外使用

パワーマニピュレータ
がアクセスできる場
所ではなかった

×
３Ｄ-ＣＡＤを用いた事前検討結果から、パワーマニピュレータがアクセス可能であることを
確認している。（作業手順確認）

手順書等の要因 事前検討不足
事前検討が不足して
いた

パワーマニピュレータが通
る全ルートを確認していな
かった

×
３Ｄ-ＣＡＤを用いた検討において、パワーマニピュレータ本体が通るルートは全て検討され
ていた。（作業手順確認）

十分な検討時間がなかった × ３Ｄ-ＣＡＤによる確認を行なうなど、十分な検討時間を確保していた。

注意ポイントの抽出が不十
分であった

○

・機器との距離が狭い部分であるガラス溶融炉電源設備と取り付け治具との干渉が注意
ポイントとして挙げられていたが、今回のチェーンと把持部との接触ポイントは注意ポイント
として挙げられていなかった。
・チェーンと把持部との接触は、水パージリング取付治具を旋回する作業を行った後の移
動で行っており、機器との接触が発生しやすいポイントは注意ポイントとして挙げるべきで
あった。

事前検討を行ってい
ない

× 作業手順書及び３Ｄ-ＣＡＤ等により、事前検討を行っていた。（作業手順確認）

パワーマニピュレータ
が通るルート選定に
無理があった

×
作業は難易度が高かったが、ルートとしての成立性は３Ｄ－ＣＡＤで確認されていた。（作
業手順確認）

手順記載不足
注意ポイントの記載
が抜けていた

×
事前検討にて抽出された注意ポイントは全て作業手順書に記載されていることを確認し
た。（作業手順確認）

補助ホイストチェーンが閉止フランジ把持部に接触したことに対する要因分析図
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